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より良い社会を
繫げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal .com/ja/csr/※1 CONTRAILプロジェクトについての詳細は、右記URLでご覧いただけます。 www.jal .com/ja/contrai l/

航空機による大気観測
CONTRAIL プロジェクト
～コックピットでの手動ポンプによる大気観測～

通
常
C
O
N
T
R
A
I
L
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
貨
物
室
に
自
動
観
測
機
器
を
搭
載

し
た
航
空
機
を
用
い
て
観
測
を
行
い
ま
す
が
、

路
線
計
画
等
に
よ
り
研
究
に
必
要
な
路
線
や

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
自
動
観
測
が
実
施

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
の
代
替
手
段
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

研
究
者
や
社
員
が
操
縦
室
に
ポ
ン
プ
（
手
回

し
式
）
と
フ
ラ
ス
コ
（
空
気
を
詰
め
込
む
金

属
製
容
器
）
を
持
ち
込
ん
で
行
う
、
手
動
で

の
大
気
観
測
で
す
。

飛
行
中
、
上
空
の
大
気
は
エ
ン
ジ
ン
か
ら

吸
い
込
ま
れ
、
そ
の
一
部
を
エ
ア
コ
ン
シ
ス

テ
ム
経
由
で
機
内
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
客

室
内
の
空
気
環
境
を
適
正
に
保
っ
て
い
ま
す
。

手
動
観
測
で
は
、
操
縦
室
内
の
エ
ア
コ
ン
吹

き
出
し
口
か
ら
出
て
く
る
上
空
の
大
気
を
、

あ
ら
か
じ
め
計
画
し
た
12
カ
所
で
ポ
ン
プ
を

回
し
て
フ
ラ
ス
コ
に
詰
め
込
み
、
地
上
に
持

ち
帰
り
ま
す
。
た
と
え
ば
シ
ド
ニ
ー
線
の
場

合
は
、
お
よ
そ
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
中
に
、

約
45
分
間
隔
で
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
動
観
測
は
、
操
縦
室
内
と
い
う
特
殊
な

環
境
下
で
行
う
た
め
、
観
測
機
器
の
保
安
検

査
対
応
や
狭
い
操
縦
室
内
で
の
収
納
・
固
定

な
ど
、
安
全
運
航
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
手
続
き
が
必
要
で
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
空
港
、
運

航
、
客
室
、
目
的
地
の
海
外
空
港
な
ど
、
社

内
関
係
部
門
と
綿
密
な
調
整
を
行
い
、
す
べ

て
の
手
順
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
。
J
A
L
グ

J
A
L
が
参
加
す
る
航
空
機
に
よ
る

大
気
観
測
チ
ー
ム
は
、
1
9
9
3
年
よ

り
、
国
際
定
期
旅
客
便
に
よ
る
高
頻
度
、

か
つ
広
範
囲
の
上
空
大
気
の
観
測
と
し

て
は
、
世
界
初
と
な
る
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
に
は
、
J
A
L
、
㈱
ジ
ャ
ム

コ
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
、

気
象
庁
気
象
研
究
所
、
J
A
L
財
団
の
5

者
に
よ
る
共
同
研
究
「
C
O
N
T
R
A
I
L

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
発
展
。
現
在
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
下
、
ボ
ー
イ
ン
グ
7
7
7
型
機

9
機
に
よ
る
観
測
体
制
を
整
え
、
世
界
の
空

で
温
室
効
果
ガ
ス
を
継
続
し
て
観
測
。
こ
れ

は
航
空
機
に
よ
る
大
気
観
測
と
し
て
は
世
界

最
長
期
間
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
プ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
ス

ム
ー
ズ
な
運
用
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
シ
ド
ニ
ー
線
や
パ
リ
線
で
手

動
観
測
を
実
施
し
、
デ
ー
タ
の
継
続
性
確
保

や
研
究
上
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
得
ら
れ
た
手
動
観
測
デ
ー
タ
と
自
動

観
測
デ
ー
タ
を
併
せ
る
こ
と
で
、
今
の
地
球

の
大
気
の
状
態
を
記
録
し
た
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
お
り
、
地

球
規
模
で
の
温
暖
化
予
測
の
高
精
度
化
に
向

け
た
研
究
な
ど
、
国
内
外
の
研
究
機
関
に
広

く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
1
）。

こ
れ
か
ら
も
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
航

空
運
送
事
業
の
特
性
を
活
か
し
た
環
境
活
動

を
通
じ
て
、
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

世
界
初
・
世
界
最
長
の

航
空
機
に
よ
る
大
気
観
測

地
球
の
今
の
、
途
切
れ
な
い

記
録
を
支
え
る
手
動
観
測

2015年にはCONTRAIL プロジェクトのこれまでの取
り組みが評価され、第 24回地球環境大賞（主催：フ
ジサンケイグループ）において特別賞を受賞しました。

01．フラスコ。02．手動ポンプ。
03. 操縦室内での手動観測の様
子。後席でポンプを回す国立環
境研究所の研究者（写真内・右）。
（この写真は、運航の安全を確保
した上で撮影しています。）

変わりつつある「今」の大気の記録を
地道に積み重ねていきたい

聞くと派手な、でも実際は地味な観測です。確実な機
器接続、ポンプを毎回5,000回ぐらい回す根気、無口な
研究者を受け入れる乗務員の方々の寛容さが必要です。
変わりつつある「今」の大気の記録を1カ月ずつ積み
重ねることで、10年後、20年後
にも使われるようなデータにな
ることを目指しています。

気象庁気象研究所　
海洋・地球化学研究部　第四研究室  
主任研究官　澤 庸介さん

地球温暖化をもたらす、気候変動メカニズムの解明を目指し、

世界中の研究に役立てられているCONTRAIL データ。

その継続性を陰で支える、

操縦室内での手回し式ポンプとフラスコによる

「手動観測」について、ご紹介します。
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オイスカ「子供の森」計画 inタイ　
チャリティ・マイル募集中
自然を尊び、故郷の未来のために行動する人を育てる

沖縄県の西表島に約100頭が生息するといわれ、国の特別天
然記念物に指定されているイリオモテヤマネコ。近年、交通
事故で命を落とす個体が増加しています。JALグループの日
本トランスオーシャン航空は、イリオモテヤマネコ発見50年
にあたり、保護活動に協力しています。西表島でのドライブ
は、世界中でこの島だけに棲

す

む生き物のことを思い出し、少
しスピードを緩めてみませんか？

大規模な自然災害の原因のひとつともいわれる急激な熱帯地
域の森林減少。植林活動を通じて、子どもたちの自然を愛し、
自然と共生した持続可能な豊かな社会を築く力を養う、「子供
の森」計画 inタイをマイルで支援しませんか？ 一口 3,000
マイル単位で、2015年 6月 30日（火）までお申し込み受付
中。詳しくは下記URLをご確認ください。

www.jal.co.jp/jalmile/use/charity/

イリオモテヤマネコ発見50年
希少な生き物を守るために私たちができること
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6月環境月間にあたってのお知らせ　～次世代にこの豊かな地球を伝えるために～
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